　　廻る世界の中で
　僕は、それでも僕は、自分の正しいと思ったことを、自分の信じた正義を、貫きたいと思います。

　　　　　　　浅宮敦

　　　０
　　６／１２
「おい、どうしたんだよ、それ！」

　敦が教室に入ってきたとき、彼のその傷ついた体を見た雄一は叫んだ。
　いきなり投げかけられた言葉に戸惑いながらも、「いや、ちょっと階段で転んだだけだから大丈夫」と敦は静かな口調でそう返すが、雄一は「何が大丈夫だよ。そんなにボロボロになるような階段あるのかよ？ねえだろ、そんなの！」と言及を続けた。
「本当に、大丈夫だから」

　親友である雄一の叫びをなだめるためにその言葉をつぶやいた後、敦はゆっくりと自分の席に着いた。彼が席に着いた直後にチャイムがなり、その場では雄一はそれ以上彼に問い詰めることはしなかった。
　確かに雄一の言うとおりだった。敦のその傷は階段で転んでできたわけではないのだ。それは昨日、不良によってつけられた傷なのだから。とはいっても、敦自身はその傷を、痛いとは思いながらもいやだとはあまり思っていなかった。なぜならその傷を名誉の負傷のようなものだと彼は考えていたからだ。名誉。そう、人を助けることはとても名誉のあることなのだ。

両親にとても優しく、時に厳しく育てられていた敦は、とりわけ人に対する優しさと、そして正義と言うものを大切にしていた。困った人がいたら手を差し伸べ、間違った人がいたならすぐに間違っていると面と向かって言う。そんな彼が、街中で不良集団に絡まれていた老人を見過ごすわけがなかった。すぐさまに彼は不良たちの前に立ち、そんなことはやめるようにいった。だが、彼の腕っ節は非常に弱かった。まじめだったからこそ体育は５段階評価で３をもらえてはいたが、彼のスポーツ音痴っぷりは彼のクラスでは有名だった。そんな彼が不良たちにやめろといっただけで不良はとまるわけがなかった。いつの間にかいなくなっていた老人の変わりに敦が不良たちのストレス発散対象となった。不良たちは敦を殴り、殴り、殴り、そして蹴ると、いつの間にかいなくなっていた。

傷つけられた敦は、その傷が痛いながらも、それでも自分がやったことは正しいのだと、自信を持って言えるその行動が誇らしかった。名誉のある行動だったと思った。だから何も後悔はしていない。

ただ、人に心配をかけたくはなかったから、傷のことは階段で転んだせいだということにすることにした。

　　６／２１

そんな小さな事件から十日ほどたったある日のことだった。

敦はまだ少しだけ痛む頬をさすりながら学校からの帰路についていた。いつもどおりの道をあるき、そして普段から人通りの少ない道を歩いてゆく。やはり今日も人通りは少なく、前方にはコートを着た一人の男しかいなかった。

そのことに対して敦は思うところもなく歩いていたのだが、いつの間にか、その男に奇妙な感覚を覚えていることに気がついてしまった。どこがどう奇妙なのかはわからない。だがそれはまるで、異国の地で右往左往しているときに同国出身のものに出会ったときのような、へんな同族意識ともいう感覚の思いを抱いてしまったのだ。

ポトリ

男のコートのポケットから何かが落ちた。そこまで大きくない、手のひら大の黒い何か。敦のいるところからではそれが何かはわからなかったが、ともかく男はそれに気がつかず、どんどんいってしまう。そしてすぐにＴ字路を左に曲がって姿を消した。

敦は男が落としたものを拾い、すぐさま男の後を追って「まって。これ、落としましたよ」と声をかけたが、Ｔ字路を曲がっても誰もいないことに気がつく。
「はあ」と小さなため息をつき、仕方がないので警察に届けようと思い、そしてふと男が落としたそれを見ると、立派な素材でできているのであろう高級感あふれる財布であった。

　

「あれ？」

　敦はいつの間にか背後に誰かが立っていることに気がついた。敦は普段人の気配とかには気がつきにくい、鈍感なタイプであった。さらに言うならば霊感とかはまったくない。だからいつの間にか彼の後ろに誰かが回りこんでいるなんてことはよくあったし、それをしょっちゅうからかわれたりもした。だからいつの間にか後ろから人が来ていて、敦の後ろに立ったことに彼自身が気がつかなかっただけ。そんなことはよくあるはず……。いや、それはおかしい。いくら人の気配を敦が感じられない人間だったとしても、道にはコートの男と敦しかいなかったのは確かだし、仮に誰かが道に入ってきたのだとしても、男を追って走っていた敦の背後にこんなにも早く立つなんてことはありえないだろう。それこそ瞬間移動でもしない限り。

奇妙な感覚を覚えながら、また、道にもう一人誰かがいたのに気がつかなかっただけだろうと勝手に自己納得した敦は後ろを振り返った。だが奇妙なことはさらに続いた。
背後に立っていたのは、先ほど追っていたコートの男だったのだ。

「はぁ。まったくなんでこんなことのために十日も我慢した能力を使わなければならなくなってしまったのか」

　男はため息を吐きながらつぶやいた。

「まあいい。おい、小僧。その財布を返してもらおうか」

　敦は男の物言いに少し苛立ちを覚えたが、その財布が男のものであるのは明らかなのですぐに差し出した。

「ふん、悪かったな」

　男は受け取り、そして言い終わるとすぐに敦に背を向け歩いていってしまった。

　敦はその姿を見ながら、ある単語がかれの頭を支配していた。

「岡本、純一？」

　それはおそらく男の名前であろう。財布に漢字で彫られていた単語であった。

　聞いたことのない名前。しかし、いややはりと言うべきであろうか。先ほど覚えた感覚のように、敦にとってはそれはただの名前ではなく、どこか懐かしい、と言うよりも親しい間柄の人物が持っている名前であるように聞こえた。まるで親戚の人の名前であるように。いや、もっと言うならば自分の家族の名前に近いような気がした。だが、彼の家族や親戚には岡田なんて旧名を持つ人はいないし、純一と言う名前の人もいない。もちろんそれなりに近い名前の人はいたが、一番近いので総一という名前の人だった。つまりは、たとえ岡田純一という名前を聞いても、親近感なんて湧く家族、親戚構成はしていなかった。だからこそ、そんな感覚を覚えたことが奇妙だった。
　　７／１
　そんな奇妙な男に会ってから早１０日ほど過ぎ去った日。やはりいつもどおりに学校から帰っていると同じ道で再び男に出会った。男は敦に気がついたが「ふん」といってすぐに視野からはずした。だが敦は違った。不思議なことに、普通に道に立っているだけの男を、まるでこれから男が一世一代の大舞台でも披露する役者であるかのように見入ってしまっていたのである。男もすぐにそれに気がついたが、「ふん。どうせすぐに忘れるし、いいか」などと謎の言葉をつぶやき、やはりすぐに視野からはずした。

「さあ、これでようやく２４０時間たった。この間はなくした財布を捜すため、なんてくだらないことで使ってしまったが、まあいい。さて次いくところはたのしいかな。まあいってみてからのお楽しみか」
「あの、何を言って……」

　敦に話しかけられ、男はそちらを向くが、またすぐに視野からはずした。そして大きく右腕を上げ、

　パチン

　指を鳴らした。

　その指の音が遠くまでなり響き、そしてどこからか山彦のように帰ってくる。瞬間、世界がぱっとひかった。
　時は巡り、そして廻る。
　　　　　　　岡田純一
　　　１
　気がつくと敦は見覚えのある光景を見ていた。敦は不良に胸倉をつかまれ、そしてその不良は意味のわからないことを敦に向かって叫んでいる。

「あれ？」

　それは２０日ほど前に起きた事件の光景そのものであった。

　意味がわからない。どうして自分はこんな状況下にいるのだろうか。気がつかない間にまた悪事を働こうとしていた彼らを止めようとしていたのだろうか。否、そんなはずがない。そこにいくまでの過程の記憶がなさ過ぎる。それにこの光景は見覚えがありすぎる。以前の事件のときに見た光景と何から何まで同じなのだ。そう、つまり今まで経験したと思っていたこの２０日間はただの夢だったのではないだろうか。そうであるならば説明がつく。不良に胸倉をつかまれた瞬間、ほんの数秒だけ気を失って、そのときに見た夢。人は死ぬ間際には時をものすごくゆっくりに感じると言うし、その際に見た長い夢を本当にあったことだと誤認しているだけではないだろうか。
　だがそれにしては、あまりにもリアリティがありすぎた。それがただの夢であったなんて信じられない。しかし、そのように判断しなければ今の状況に説明がつかない。

　どちらにせよ不良たちには関係がなかった。敦が悩んでいることも不良にはわからなかったし、もしわかったとしてもそんなことには少しも心を傾けないだろう。
　そして、やはり意味不明な言葉をわめきながら敦の胸倉をつかむのとは反対の腕を大きく引き、敦の顔めがけて振り下ろした。

　敦はとっさに彼の腕をガードした。２０日前にも経験したことのあるそれの痛みを忘れることなんてできず、それゆえに体が反応してしまったからだ。だが不良のパンチは敦の防御行為などなかったかのごとく貫通し、そして彼の頬を赤く染めた。
　痛い、痛い、痛い

　とっさにガードできたため、貫通はしたものの２０日前よりは少しは痛みは少なかった。だが、痛いことには変わりない。それにすぐに次の攻撃が来る。それに恐怖した敦は、それもまた、反射的にガードする。

　次も、次も、次も、次も。

　あまりの恐怖に目をつぶっているにもかかわらず、まるであたかも不良の拳がどこに来るかをわかっているかのように敦はガードし続けた。否、わかっているのだ。完全に夢の通りだったのだから。
「けっ」

　一通り殴り終えると不良は敦を地面にたたきつけ、思い切りけりつける。そして彼に背を向けて消え去ってしまった。当然敦はそのけりに対してもガードをした。

　その光景はそれと意識してみればとてもおかしなものであっただろう。争いごととは無縁そうな貧弱な体つきをした少年が、目を瞑りながらあたかも達人のごとく不良の攻撃をガードし続けたのだから。だがこれを見ていた人々は誰も不思議には思わなかった。かわいそうだとか、そんな哀れみの感情を覚えたりする人は多々いたが、それをおかしいと思う人はいなかったのだ。確かに敦は不良からの攻撃を達人のごとくガードして見せたが、不良の攻撃はそのガードをやすやすと突き破り、結局は意味がなかったからだ。だから一般市民から見れば敦は不良たちからただただ暴力を受けているだけにしか見えなかったのだ。
　しかし敦自身は気がついていた。ぼろぼろにされた体をゆっくりと起こして、家に帰っている間、そのことについて、ずっと思考をめぐらせていた。どうしてさっき夢で経験したとおりに殴られたのかと。

　答えは出なかったが、家で彼はさらに驚いた。

　家に着くと母親はすぐに「その傷、どうしたの？」と心配してきた。敦は「階段で転んだだけだから心配要らないよ」と母親を無理やり納得させ、まあ実際は納得はしていなかったのだが、母親はその様子から察してくれて、彼にに「母さんは貴方の見方だからね」と言葉をかけてそれ以上は何も言わなかった。

　腫れた左の頬をさすりながら着替え、そしてひと段落してテレビをみる。しかしそこにはあるひとつの事実が表示されていた。
「今日の日付は……、え？」

　テレビは今日の日付を６／１１と表示していたのだ。

　　６／１２

　やはり夢であったのだろう。敦は一晩悩んだ末、そう結論を下した。確かに昨日の経験は奇妙であったが、そのように判断するしかないと考えたからだ。不良の攻撃がすべてわかったのも、実際はただ自分が思ったところと不良の攻撃したところが一致していただけで、あまりにも一致したのが多かったからそれを自分が経験してきたからわかったのだと妄信してしまったに過ぎないのだろうと自身を納得させた。もちろん、完全に納得なんてできていない。あの２０日間は夢と言うにはあまりにも現実味がありすぎるし、実際に不良に殴られた箇所と、夢で殴られた箇所は完全に一致していた。当然、できた傷も、貫通こそしたものの多少ガードできたおかげで、以前のそれよりは痛くはなかったが、場所は完全に一致していた。

　だが説明がつかない。どう判断しても、それはたまたま見た夢と同じだったとしか考えられない。それこそまた夢とまったくといっていいほど同じ事が起きないでもない限り。
　敦は考え込みながらドアを開け教室に入ると、彼の体をみた雄一が叫んだ。

「おい、どうしたんだよ、それ！」

「え？」

　その雄一の叫びは、夢で見たのとまったく同じものであった。タイミングも、場所も、彼のリアクションも。一致していないところを見つけるほうが難しかった。否、敦にはそれを見つけることはできなかった。唯一違ったのと言えば敦自身の心だけであった。

「い、いや。ちょっと階段で転んだだけだから大丈夫だよ」

「何が大丈夫だよ。そんなにボロボロになるような階段あるのかよ？ねえだろ、そんなの！」

　これもまた、あの夢で見たのとまったく同じであった。やはり予知夢でも見たのだろうか。敦は一瞬そう考えたが、あまりにも非現実的すぎてその考えをすぐに否定した。そして親友の心配そうな声が一切耳に入らないほどに考え込み、自身の席にゆっくりと座った。

　その日、学校であったことはすべてあの夢で見たものと同じであった。違ったことなどひとつもなかった。だが、学校を出た瞬間、夢で一度も出てこなかった場面に出くわした。
「ちょっと君、いいかな？」

　敦は見知らぬ男に声をかけられたのだ。今日の学校でのことのように、また夢と同じことばかり起こるかもしれないと思っていた敦は、違う光景を目にし、安堵の心とともに少しの驚きを覚えた。そして男が胸元から警察手帳を取り出したことに、さらに驚く。
「ちょっと聞きたいことがあるから、署まで一緒に来てほしいんだが」

　男の申し出に特に断る理由もなく、さらにようやく夢と違うことがおきたその安堵から敦はうなずき、彼についていくことにした。男は敦をそばに止めていた黒い車の助手席に乗せ、車を走らせた。３０分くらい走ったであろうか。そこは、静かな住宅街で、車を止めた場所には小さく、おんぼろな交番がポツリと立っていた。男は一番奥の取調室のような場所に敦を招きいれる。交番など一度も中に入ったことのない敦にとっては、それは新鮮な体験だった。部屋の中には小さな机があり、そしてそこには机を取り囲んで向かい合うように配置されたイスが二つ存在した。男はそのイスに敦を座らせてから、カップを二つ持ってきて、一つを敦に渡した。敦が受け取ったのを確認した後、自身ももうひとつのイスに座り、敦と向かい合うと「いくつか質問があるから、君はそれに答えてくれるかな？」と聞いてきた。敦がコクリとうなずくと、男は「ありがとう。じゃあ質問に移らせていただくね」といった。
「おかしな質問になるかもしれないけど、君は最近、へんな体験をしたんじゃないかな？」

「え？」

　最近、未来を見てきたかの様な経験をした敦にとっては、その質問はあまりにも的を射たものだったので、一瞬ドキリとした。しかし、まさかその夢のことを男が知っているはずはないので、「いいえ」と首を振った。

「本当だね？　わかった。だったら次の質問だ。君は岡本純一と言う名前を知っているかな？」

「岡本、純一さんですか……」

　その名を知っていることは知っている。しかし、その名を見たのはあくまで夢の中でだ。実際に目にしたわけではない。だが、男は敦の反応を見て、「やはり、その名を知っているな？」といった後、確認も取らずに続けた。
「ならば彼についてしっていることをすべて話してもらおう」

　男のしゃべり方は明らかに変わっていた。有無を言わさぬ雰囲気をかもし出し、敦はそれに一瞬飲まれてしまったか、「知っていたらなんなんですか？」と虚勢から、また、男の態度に対する嫌悪感から答えた。

「いったはずだ。しっていることをすべて話してもらうと」

「何でその人のことを知りたいんですか？」

　敦のその言葉を聞いた瞬間、机の上の二つのカップを思い切り右腕で吹き飛ばし、「質問しているのはこちらだ」と敦をにらんできた。

　何か危ないと感じ取った敦は「これで帰ります」と男に言った後、部屋の扉を開けて出て行った。男は敦が出て行くのを止めはしなかったが、「あたりだな」とつぶやいたあと、携帯電話をズボンのポケットから出し、どこかに連絡を取った。
「なんだったんだろう、いったい」

　敦は交番から出た後、帰るための手段を探す。幸いにもそれはすぐに見つかった。駅がすぐ近くにあったためだ。切符を買い、電車に乗る。敦の家の最寄り駅までは乗換えが一回あったため、少しお金がかかったが、運がなかったとあきらめた。そうして、その日は他には何事もなく、ゆっくり過ぎていった。
　だが、敦は思いもしなかった。ゆっくりできる日々はこれで終わりを告げるという事実に。

　　６／１３

　トゥルルルルル

「う～ん」

　いつもは眠りが深く、決して電話の音くらいでは起きないはずの敦は、珍しくその音で目を覚ました。

「まだ、起きる時間じゃあないや」

　時計を確認し、アラームを設定した時間にはまだ余裕があることを確認して再び眠りにつこうとする。母親がでたのであろうか、ちょうど電話の音も切れ、すぐに夢の世界に落ちていく。

　トゥルルルルル

「うるさいなあ」

　敦が寝入った瞬間にまた電話がなり、不機嫌になりながらも、もう一度寝ようとする。また同じ人が出たのであろう、すぐに電話の音は鳴り止んだ。「ふう」と敦は満足した直後、また電話が鳴った。

「なんだよう、もう」

　さすがに朝が弱い敦も完全におきてしまった。そしてベッドからのっそりと出ようとしたときにはまた電話は止まっていた。

　トゥルルルルル

　再び電話の音が鳴ったときには、さすがに敦もこれはおかしいと感じ、電話の置いてあるリビングに向かった。
　リビングに向かう途中も、電話がなり、誰かが出て、そしてきり、また電話が鳴るというサイクルが何度かなされた。

　トゥルルルルル

　敦がリビングに着いた直後にもう一度電話がなった。

「あら、おはよう」

　敦に声をかけてきたのは、電話の前で困った困ったと苦笑していた母親だった。

「どうしたの？　母さん。なんかさっきから電話がずっと鳴ったり止んだりしてるけど」

　敦がそう聞くと、母親は「出てみればわかるわよ」と敦に電話を取って渡してきた。敦はそれを受け取り耳に当てたが、ツーツーとそこから聞こえるのは、もうすでに電話はきられているという合図の電子音だけだった。そして敦が電話を元に戻すと、間を空けずに再び鳴り出した。

　その様子に敦も首をかしげながら「これって、どういうこと？」と聞くと、母親は「さっきからこの調子なのよね」と苦笑を続けながら答えた。

「だれかのいたずらなのかしらねえ」

「誰かって、心当たりでもある人いるの？」

「うーん、父さんは昔からあんな感じの人だから人様に恨まれることはないだろうし、私も日々の行動には気をつけていると思うんだけどねえ」

　敦の家族は両親二人と、妹一人の四人家族だった。そして妹もどちらかと言うと損な性格をしているタイプで、苦労こそすれ、人に恨まれることはめったにないはずだ。そして自身もここまでひどいいたずらを受けるようなことはないはずだった。

　そこに父親が「どうしたんだ、いったい」と入ってきたので、現状を説明し、仕方がないから電話から電話線を抜くことで一時的にその問題を解決した。

「あ、そういえば貴方宛の手紙が来ているわよ」

　朝食の準備をしながら母親はテーブルの隅をさした。そこには新聞と、その上に一通の手紙がおいてあった。その手紙の宛名が自身へのものであることを確認した敦は手紙を開けたが、その瞬間に指が少し切れた。

「っ」

　敦は思わず手紙を落としてしまったが、驚くべきことにそこにはかみそりのはが入っていた。そう、それはいわゆるかみそりレターであった。
　昨日は奇妙な夢について考えながら登校していたが、今日はそんなことを考えるゆとりが敦の心にはなかった。今朝のいたずら電話とかみそりレター。そしてかみそりレターの宛名。それらから何者かがおそらく敦に対して負の感情を持っていることが容易に想像できた。特に心当たりがない彼には、それらの嫌がらせを受けるのが不思議で仕方なかったし、そしてとても怖かった。だが不幸なことに、彼に対する嫌がらせはそれだけにはとどまらなかった。
　学校に着き、下駄箱を開けると、そこには本来あるはずの上履きが存在していなかった。「え？」と驚きの声を出し、そしてあたりを探したが、その姿は見当たらなかった。昨日ここに入れなかったのか。否、確実に入れたはずだ。なのになぜ……。

　どうしようもなかったので、靴を下駄箱に入れ、はだしで教室まで行くとそこには自身の机に大量の落書きが書いてあった。

「どう、して」

　敦はその言葉を発するのが精一杯だった。そして気がついたときには、５分以上たっていた。彼はかばんから消しゴムを取り出し、それらを消した。幸いにもそれらは鉛筆で書かれていたため、すぐに消えたが、それでも敦の心はあとすこしで折れる寸前だった。

　ポキリと折れそうな心を何とか隠してすごしていたが、事件はさらに起きた。敦たちが体育を終え、教室に帰ってくると、彼の机の上にはカッターで切り裂かれたノートがおいてあった。そしてそれはもちろん敦のものであった。あまりの仕打ちに、敦は職員室にそれを持って駆け込んだが、なぜか先生たちはそれを取り合ってくれなかった。「どうして無視するんですか！」と怒鳴ったが、それに反応してくれた人は誰もいなかった。
　教室に帰ると、彼のともだちは、彼と一緒に悲しみ、そして怒ってくれた。敦にはそれがうれしかった。

　だがそんなことが一週間以上もつづき、いや、むしろそれらのような敦に対する嫌がらせはエスカレートしていき、次第に彼の心は次第に磨り減っていった。

　　６／２１

　彼は嫌がらせの過程でボロボロになったかばんや靴などを履いて帰宅していると、見覚えのある人物に出くわした。それは以前、敦に岡本純一について聞いてきた男だった。

「やあ、久しぶりだね」

「どうも」

　敦は軽く会釈をし、男の横を通り抜ける。そして早足に家に帰ろうとすると男は「最近、大変みたいだね」と敦のほうを振り向いて話した。その言葉に少しいらっときた敦は、強い口調で「貴方には関係ありません」と答えたが、男は「ほう、そうかい。……、で、そろそろ岡本純一について話したくなったんじゃあないかな？」と返してきた。その言葉を聞いた瞬間、敦には理解してしまった。最近身の回りで起きている嫌がらせはこの男が原因なんだと。理解した敦は拳を握り締め、男に「お前が、お前がやったのか！」と怒鳴りつけた。だが男は、「そんなことはどうだっていいんだ」とつめたい目で敦を見下しながら答えた。

「岡本純一について話してもらおうか」

「ふざけるな！」

　普段は温厚な敦も、思わず男に対して飛び掛かてってしまった。しかし男はそれを軽くあしらうと敦の胸倉をつかみ、「岡本純一について話せといっているんだ」と強く、冷酷に言った。怒の感情が心を占めている敦は「お前に話すことなんか何もない」と切り返すと、男は敦を地面にたたきつけ、「ならば覚えていろ」と言葉を残してどこかへ消えていった。

　男と出会い、半年ほどたった。敦に対する嫌がらせはいまだ続いていた。そして最初のころは彼に対してのみに向いていたその悪質な行為も、彼の家族全員に向かれるようになっており、母親はストレスで倒れ、妹は登校を拒否するようになっていた。父親は今までと変わりなく会社へ行っていたが、近しい存在の敦から見れば、明らかに無理をしているのがわかった。

　ことの原因は自分にあるのだと敦は知っていたが、しかしそれを言葉にすることはできなかった。家族に見放されるのが怖いとかそういった感情では決してない。彼の家族はそんなことはしないと言うことはわかっていたし、むしろ敦が、自分は正しいと思って行動していることを聞いたら応援さえしてくれるかもしれないほどだ。だが、話したとして信用してもらえるのか。秘密の組織に敦たちははめられているのだと言うことを、本当にわかってくれるのか。無理だ。そんなことをきいて、信じてくれるわけがない。むしろ違った意味で心配されてしまう。敦はそう判断していた。故に話せなかったのである。
　そしてある日、父親がある提案をしてきた。

「なあ、父さんの実家で暮らさないか。あそこはいいぞ。海も近くて、景色もきれいだし、何よりのんびりできる。きっと生活だってよくなるさ」

　その提案に反対するものは誰もいなかった。しかし、それも結局は無駄に終わった。引っ越した当初はよかったが、また嫌がらせが始まったのだ。しかも、昔は雄一などの友達がかばってくれていたこともあったが、こちらではむしろ同級生たちが中心になって、いじめをしている部分があった。

　終わりが見えない苦痛の日々に耐えかね、ついには敦も自殺を考えるほどになっていた。

　　１／２６

「こんにちは」
「貴方は！」
　学校からの帰り道、敦は今の苦しい生活の元凶たる男に再びであった。男のせいで数多の苦行を強いられた敦は、彼を見た瞬間に今までためていたものをすべて吐き出すかのごとく男に突進して行ったが、軽々ととめられてしまった。だが、そんなことでは自身の心を抑えられない敦は「お前は、お前だけは！」と叫び、必死に振りほどこうとした。そんな敦の様子を見て、男は「まあ落ち着きたまえ」と感情をこめずに言った。しかし落ち着けるはずもない。敦は、「誰のせいだと思っているんだ！」と一応は会話として成立しているそのセリフを叫んだ。

「私のせいだとでも？」

「他に誰がいる！」

「君は本当にそう思っているのかい？　だとしたら半分間違っているよ」

　男のそのセリフにいらだったが、そのよく意味が取りづらい言葉に、いったいどういうことだろうと疑問も覚えた。そして少しだけあった考える力でその言葉の意味を考えた末、「どういう意味だ？」と男に聞き返した。

「確かに最初はそうだよ」

　男の言葉に「やはりそうじゃないか！」と敦はまた暴れ始めたが、すぐにそれを止め、もう一度考え込む。そして「最初は？　どういう意味ですか、『最初は』って！」と再び聞き返した。
　男はふう、と一息つくと「人はおろかなものなのだ」と完全に意味不明な言葉をつぶやいた。あまりにも先ほどよりもさらに意味がわららなかったため、敦はその後の言葉を聞くことに徹することにした。

「いいかい。人というものはムードに簡単に流されるんだよ。マスメディアを例にしてみようか。あれは情報を操作することで、人の流れ、つまり人々のムードを操っているんだよ。ちょっと悪い評判がテレビで流れただけで、あたかもその人のことを全部知っているかのように、『あいつは悪者だ』『あいつは俺たちを食い物にしている政治屋だ』とか簡単に言うやつらがどれだけいるか、知っているかい？　たとえそれがどんなにいい人物であってもだ。聡明な君なら、もう分かるだろう。人は群れるが故に、その群のムードと言うものにどうしても流される動物なんだよ。特に、日本人はね。そしてそのムードを操ることさえできれば、後は一切苦労なく、人も操れる」

　一呼吸置いた後、男は結論を言う。

「われわれが行ったことは、君らが引っ越す前と引っ越した後、それぞれで二つずつだけだ。ひとつは最初に君に対して嫌がらせを行い、ムードを作り出す。そしてもうひとつ。そのムードを壊させないように、たとえば君の教師に君からの訴えを無視するように指示を出した。それだけなんだよ。それだけなんだ。後は君の周りが勝手にやっただけのことなんだ。われわれはほとんど手を下していない。無駄だからね」
　男の話を聞き終えた後、敦は一瞬唖然としたが、「でも、でもやっぱり結局は貴方のせいじゃないか！」と叫んだ。叫びを無視し、男は「今からでも遅くはない。岡本純一についてしっていることを教えてはくれないか？　そうすればわれわれが君を救って見せよう」とささやいた。

「救う？　どうやって」

　敦ははき捨てるように言ったが、男は「簡単だよ」と答えた。

「ムードの流れる先を変えてやればいいんだ。今は君のほうに悪いムードが流れている。だが、それを違う誰かのほうへ向かわせるんだ」

「ふざけないでください！　僕の変わりに誰かを犠牲にするって言うんですか！」

「まあ、落ち着きたまえ。確かに一時的にはそうなるかもしれないけど、彼らがどこか違う土地へ引っ越せば、そのムードはなくなるんだ」
「だからって、そんなの何の解決にもなってないじゃないですか！　そんな貴方たちなんかに、協力できるわけありません」

　敦が男の申し出を否定すると、「残念だよ」と男は先ほどまでとは打って変わり、以前のような冷たい雰囲気をまとうようになっていた。そして一度敦を解放すると、彼の頬を思い切り殴った。あまりの威力に敦はたおれこむが、男は右腕で敦の首を握り、彼を持ち上げた。
（く、苦しい）

　男は細腕に似合わず、かなりの怪力なのか、持ち上がった敦の体は、宙に浮いていた。足が地面につかず、息ができないという苦しい状況なので、敦は思わず足をばたつかせたが、意味はなかった。

「こんなことをして、なんともないと思うなよ、とか考えていたりするかな？」

　男はくすくすと笑いながら続ける。

「実は何とかなるんだよ、これがね。たとえ間違えて君を殺してしまっても、なんとでもなるんだよね。不思議だろう？　それだけわれわれの組織は大きいからなんだ。なぜだと思う？　岡本純一の力はすばらしいんだ。」

（岡本純一の力？）

「そう、彼の力。タイムトラベルすることのできる力だ。」

（タイム……、トラベル？）

「ありえない？　いーや、あるんだよ。君だって体験したんじゃないかな？　その力を。だからこそ、まるで未来を知っているかのように、いや、実際知っていたんだから当然だけど、半年前、あの町で不良たちの攻撃を先回りして防いで見せたじゃないか。あるんだよ、その力は。そしてだからわれわれはその力を知り、有効活用しなければならない。悪しき者が使えば、簡単に国すらつぶせるだろうし、清きものが使えば、よりよい国を作れる。と、言うわけなんだ。」

　いい終えた男は淳の首を放し、ポケットから二つの注射器を取り出した。首を開放され、ようやく息ができるようになった敦は、咳き込む。しかしそんなことは関係なく男は続ける。
「どうしてここまで私が話したか、もうわかっているんじゃないかな？　そう、君を生かしておくつもりがないからだ。でも安心して。このクスリを使えば、眠ったようにあの世にいけるから。寿命で死ぬよりも安心して死ねるんだ。でも、わかっているね？　もし君が答えないと言うならば、悲しいけどこちらのクスリを使わなければならない。激しい痛みを長時間味わってから、身動きが取れなくなり、ゆっくりと苦しみながら死ななければならなくなる」
　男の話を聞いて、敦は思う。彼らの機関はいったい今までにどれだけ多くの人を傷つけてきたのだろう。あまりにも手馴れている。と言うことは当然、敦だけではないはずだ。他にも何人も何十人も、もっともっと多くの人をこうやって、あるいは違う方法で傷つけてきたのだろう。タイムトラベル？　くだらない。そんなもののために。

　敦は激しく彼らに憎悪した。いや、憎悪と言う言葉は正しくないだろう。それは、その感情は恨みから来たものではなく、そう、彼の持つ正義感から来たものなのだから。だからどちらかというと、嫌悪のほうが近いかもしれない。
　彼らはとめなければならない。そして、彼らに罰を与えなければならない。それがたとえ、どんなに大きい組織であったとしても。

　だが、敦はそう思ったが、しかしその方法を持っていなかった。だったらせめて、そう思い、敦は男に「僕がしゃべるわけがないじゃないか」とつぶやいた。男は「そうか、残念だ」と答え、敦の腕に注射針をつきたてた。

　敦は思う。
誰か。誰でもいい。だれか。彼らを止めてください。この間違った組織を。どんな目的で、何を指針として、タイムトラベルなんかを狙っているのかはしらない。でも、簡単に人の命を奪う、狂った組織を。僕が止めたい。でも。でも無理だったから。だから。だからお願いします。誰か……。

　ピカン

　敦が自身の腕に何かが入ってくるのを感知したそのとき、世界は光った。その光景を敦はよく知っていた。そう、以前岡本純一に出会ったときのその光景と同じだったのだ。しかし、少し違っていたところがある。光が、敦の体の中心から発せられていたのだ。そしてその光に包まれながら、敦は気を失った。

　人は意識していないところでも、無意識しているところがある。だからその無意識をうまく操ってやれば、人は簡単に誘導できるものさ。
　　　　　　　赤羽眞

　　　２

　敦が気がついたとき、淳は見の前に広がる光景を見て、「どう、して」と疑問を抱いた。そこには、敦の胸倉をつかみ、意味不明な言葉を発している不良と、その仲間たちがいたのだ。そう、それはまさに半年前に敦が経験したはずの、あの場面であった。
「まさか、タイムトラベル？」

　敦は直前まで聞いていた男の話を思い出し、つぶやいたが、不良たちがそのことをわかるはずもなく、「何言ってんだおまえ」「意味不明なこと言ってねえで、とっとと謝罪しろ、謝罪」と聞く耳を持たなかった。

　そんな状況下であったが、さすがに三度目の経験なので恐怖がまぎれたのか、敦は目の前の彼らに対して注意を向けていたなかった。いま敦の頭を占めているのは、自身がたった今経験しただろう、タイムトラベルと思われる事柄についてだった。
「まさか、本当に？　夢、じゃない？」

　今まで見てきたことがずべて不良たちに胸倉をつかまれた瞬間に見た夢でないかを考えたが、さすがにまったく同じ経験を以前の場面でもしていたので、それが夢であったというより、自身がタイムトラベルを二度経験したというほうが納得がいった。

　しかし不良たちは敦にそれ以上考える時間を与えてはくれなかった。敦の胸倉をつかむ男が大きく腕を振り、敦の顔をめがけて振り下ろす。二度も味わったそのこぶしの痛さに、敦は以前と同じくとっさにガードをしかけたが、そのとき敦は思い出す。敦を陥れた男が言っていたせりふを。そう、男は淳がこの場面で不良たちの攻撃を先回りしてガードしたのをどこかでしって、敦がタイムトラベルを経験したのではと思ったのだ。ならば、もしここで自分がまたガードをしてしまったのならば、以前と同じことになってしまう。故に敦は、恐怖を何とか押しのけ、苦痛を我慢し、不良たちの暴行をガードせずただただ受けたのだった。
　６／１１

　家に着いたとき、母親の反応は半年前に経験したこととまったく代わりがなかった。そして予想していた通り、今日の日付は６月１１日であった。風呂に入り、夕食をとった後、自身の部屋でベッドに寝転びながら敦はこれまでのことを考えていた。

　まず彼が考えたのが、本当に自分はタイムトラベルをしたのかどうかについてだった。これについては、不良たちの暴行の内容、家での家族の反応が、以前経験したものとまったく同じであったため、また、以前も同じ経験をしていたため、そうであるという結論を下した。

　次に考えたのが、それがタイムトラベルという表現でいいのかどうかであった。タイムトラベルというと、トラベルというくらいなのだから、タイムトラベルをする直前と直後ではした人のコンディション等、さまざまなものが引きづかれるはずである。しかし敦はあの男に傷つけられ、さらになぞの毒物を腕に入れられたはずである。しかしタイムトラベルした後の敦の状態は以前の場面の彼の状態と変わりなく、そう、それはまるでとラベルというよりもリセットというほうが近いと思ったのだ。それに、敦以外の様子から見ても、リセットといったほうが的確であるようだった。

　まるで敦以外のすべての人物はゲームのキャラクターで、そして出来事もすべてゲームの中でプログラミングされたものであるかのような。まわりの人はリセットされたことなど気づかず、未来に何があるかもわからない。しかし結局は敦が何らかの影響を及ぼさない限り、まったく同じ出来事が起こり続ける。そのことを敦はあたかもゲームのプレイヤーのように、認識できる。自分だけがこの世界がリセットされたということを知ることができる。故に、これをタイムトラベルではなく、リセットと呼ぶことにした。
　そして考えたのが、自分はリセットが起きたのがどうしてわかるのか。さらに二度目のリセットのタイミングがあまりにも自分に都合がよすぎるということだ。ひょっとしたら、自分がリセットを行っているのかも知れない、と思えてしまうほどに。そのように考えたので、一度試してみようかと思ったが、リセットした場合、不良たちに絡まれたところに時が戻る確立が高いと判断し、やめた。さすがにあの痛い思いを今またすぐに経験するという恐怖には打ち勝てなかった。
　最後に考えたのが、岡本純一を追うなぞの組織についてだった。自分を陥れ、他の人も苦しめているだろう、最悪の組織。自身がされたことは絶対に許せないし、他人が受けているだろうことを考えてもやはり許せない。だがそのことをしっているのは、関係者と被害者だけなのだろう。そして被害者の叫びは消される。だからこそ、自分も抜け出せなかった。

　だったら。

　だったら時がリセットされ、被害を受ける前に戻った自分がその組織について調べればいいのではないか。以前は一方的にやられているだけだったが、今度は違う。その組織に目をつけられていないが故に、こちらに対しての警戒も薄いのではないか。もしも被害者がその機関について調べているとかならばありえるが、自分は今のところその組織とのつながりは何もない。そう、本来はその組織について知るはずもなく、その組織に対して何も思うはずもない一般市民である敦がその組織について調べるはずがない。そしてありえるはずがないことに対して、人はめったなことでは警戒しない。ならば、今はチャンスではないか。その組織について調べあげ、世間に公開する。自分ひとりでその組織をつぶすことはできなくても、世間に公開すれば確実にその組織はつぶされるはずだ。
　その組織は許せない。正義感が高く生真面目で、悪に対しては融通が聞かないところがある。しかし、そこがまた、彼のいいところでもあった。そんな彼だからこそ、そんな組織が存在することは許すことができなかった。

　だから。だからこそ。
「僕が、やる。やってやるんだ」

　敦は心に誓うのだった。

　６／１２

　学校が終わり、早速なぞの組織について調べる手立てをいえで調えることにした。敦は趣味でかなりパソコンをいじっており、さらにそちらのほうに才能があったのだろう、ハッキングについてはかなりの腕前があった。とくに人にばれずに、人のデータを見るというだけであったら、相当な実力を持っていた。敦と直接的な関係を持つ人物ではなかったが、今は刑務所にいる、少し前に警察庁のパソコンにクラッキングをかけるほどの腕前を持つほどの男も、彼に一目おくほどであった。もちろん、それが犯罪であるということを知ってから、反省をし、今ではやらなくなっていたが、その腕は衰えていなかった。

　そんな技術を持っていたが、その日はその腕前を見せることはなかった。理由は簡単だ。昨日６月１１日、敦は十中八九、なぞの組織（敦はこれを岡本機関と呼ぶことにした）のメンバーに見られていたはずだからだ。そんな彼が次の日に自分たちについて調べ始めた。確かにえんもゆかりもないはずだが、怪しいと疑る人もいるかもしれない。敦はそんな些細な可能性でもつぶしておきたかった。だから、実際に調べ始めるのは１月後にして、今はその準備段階に当てることにした。

　７／１５

　そして一月がたった。学校のほうも期末考査が終わり、後は夏休みに突入するだけ。つまり時間はたっぷりある。

「よし、今日が本番だ」

　プランは練ってある。
